
 

 

 

 

 

 

連日の猛暑日。暑い夏でしたね。夏休みが終わり、２学期が始まりました。残暑が厳しい中で

運動会の練習も始まります。コロナ感染症や熱中症対策をしっかりとして、子どもたちと一緒に

２学期もがんばっていきましょう！ 

学習会 

  ８月２６日（金）、地域支援部主催の校内学習会を行いました。第２回目  

は「感覚統合について学ぼう！」ということで、子どもの困り感やつまず 

き、見えている姿を感覚統合の視点で考える内容でした。学習会の後半は、 

感覚統合遊びをみんなで体験し、楽しく学ぶことができました。 

学習会の内容より 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域支援部だより 
〒781-0010 高知県四万十市古津賀 3091 

高知県立中村特別支援学校 地域支援部 

℡0880-34-1511 Fax0880-34-1625    Ｒ４．第５号 

「感覚統合について学ぼう！～子どもを理解するために～」 

① 触覚   

② 固有感覚 

③ 平衡感覚 の 

３つの感覚が大事 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習会を終えての参加者の感想  

★たくさん感想をいただきありがとうございました。一部紹介させていただきます★ 

  

 ●感覚統合の７つの感覚についてはよく話を聞くが、発達していく上での原則や発達（統合）のつまずきが 

具体的に子どものどのような姿となって表れるのか等、詳しく知ることができてよかった。子どもの気に 

なる行動の背景を、感覚の発達の視点からも見て、よりよい支援について考えられるようにしていきたい。 

●どの感覚につまずきがあるのか、意識して生徒を観察し、それに合った支援をしていきたいと思いました。 

また、感覚統合遊びもたくさん紹介していただいて、何からしてみようかなとワクワクしています。 

 ●感覚統合の理論について、分かりやすく説明していただき、よく理解できました。担当の生徒を思い浮か 

  べながらお話を聞いていると、生徒へのアプローチのヒントが分かってきました。感覚統合は、どの生徒に 

とっても大事なことだと考えますので、今後支援する際には頭において取り組みたいと思います。最後の 

ゲームは、教員同士のコミュニケーションがとれ、実体験をして勉強になりました。 

 ●感覚統合について学ぶ研修は初めてだったので、今回学ぶことができてよかったです。よく体をぶつけて 

しまう生徒や手先が不器用な生徒に対して、今回学んだゲーム等を活用していきたいと思います。 

 ●「平衡感覚」や「固有感覚」について、はたらきの説明や実験があり、とても分かりやすかったです。遊び 

  の中で楽しく基礎感覚を積み上げられるようにしたいと思いました。 

 ●とても充実した研修でした。楽しく学ぶ、最高です。 

 ●子どもを捉える目は色々知っておくことで、アプローチの方法が変わってくると思いました。子どもの実態 

  を捉える難しさを実感しつつ、どうすれば学びに向かえるのかをしっかりと考えたいと思います。 

 ●楽しく学習をさせてもらいました。今、自分が見ている生徒の顔を思い出しながら、どんなアプローチがで 

きるか考えることができました。後期からの学習に生かしていきたいと思います。 

 ●感覚統合について無知でありましたが、感覚の中でも触覚や無意識に使っている固有感覚や平衡感覚が大切 

だということから、実際の具体的な遊びを通して幅広く教えていただき、とても勉強になりました。特に、 

なぜ暴力的な子どもや姿勢を保持できない子どもが、感覚統合によって変わるのかという疑問を、理論だっ 

た背景による説明で詳しく教えていただけたことが勉強になりました。 

  

 

 
感覚統合遊びは、昔ながらの遊びや普段やっている遊びにたくさん含まれています。ま

た、日々の生活の中の活動やお手伝いなどにもとても有効な活動が詰まっています。子

どもに合ったアプローチを考え、楽しく実践できたらと思います。子どもは一人一人違うの

で、目の前の子どものつまずき、困り感、気になる行動が、どういうところからきていている

のか、いろいろな視点で捉え、子どもを理解していくことが大切だと改めて感じました。 


